
 

                   

 

    

 

          中部教育事務所社会教育だより(NFT=network・footwork・teamwork) 

 

 中部教育事務所第５号  

 平成２５年７月１１日 

 主 任 社 会 教 育 主 事  

  安部亮太郎・山﨑  繭 

こ 

取組みの紹介 

      ♪中部教育事務所管内の社会教育情報を発信します♪ 

昨年度から発行しています「社教NFTかわら版」。今年も、中部の地域力を高め、文化醸成
を図るために、また中部の子どもたちの伸びやかな成長のために活動している社会教育活
動・団体に関係する情報を提供していきます。是非、ご活用ください。 

 ６月５日（水）に土佐町・仁淀川町・大豊町・本山町・いの町・南国
市・高知市の７市町の文化財保護担当者の方々が集まり、平成25 

年度の総会・第１回研修会が開催されました。以下、研修の内容を
お知らせします。 

 
 南国市指定史跡「前浜掩体群」の現地見学を行いました。 
 「掩体（えんたい）」とは、飛行機の格納庫で、第2次大戦中、敵の 

攻撃から飛行機を守るためのものでした。掩体の天井や壁を実際に
見てみると、靴底の跡や型枠に使用した木材が残っており、当時、
掩体を作る作業が急いで行われたことを感じることができました。 

 現在残っているのはコンクリート製の７基だけですが、全国的にも
これだけまとまって残されている例はないそうです。今回見学した５
号掩体は見学しやすいよう周辺整備がなされ公園としても利用され
ています。 
 参加者からは当時を思い出し、「先生が泣きながら、絶対に勝つと 
教壇で語っていた恐ろしい時代やった。」「1日５０００人も動員され、 

４１基の掩体を作ったらしいが、飛行機があるように見せかけるため
の木で作った模型も随分あった。でも、敵のグラマンの攻撃は木製
のものには騙されず、ちゃんと本物だけを撃ってきた。」など、敗戦の
色が濃くなっている中でも戦わなければならない状況が語られました。 

 ここで見聞きしたことを地域や子どもたちを含め多くの人に伝えて
いかなければいけないと感じました。平和学習や歴史学習など学校
教育の場においても是非ご活用ください。 

 
 
 

      研修 １ 

☝靴底や型枠の跡 ‼ 

☝5号掩体 ‼ 

     
    「国分寺金堂」の屋根修理現場の見学を行い 
  ました。古い「こけら葺き」を解体して、平成６年以来 
の全面葺き替え工事です。 

 使用する木材は一般的に、杉とさわらに分かれるそうです   
が高知のように高温多湿な気候では杉が適し、手でも割れ   
る秋田産を使用しています。 

 文化財を葺く業者さんは限られており、全国に１７０名 
    しかいない貴重な存在だそうです。情熱を 
      持って引き継いでいく人がいて、文化が 
           継承されているということを強く感じました。 
 
           

研修 ２ 

http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/310305/map


連絡先：高知県教育委員会事務局中部教育事務所 
      TEL  088-893-6166    FAX 088-893-6167 
      E-mail   310305@ken.pref.kochi.lg.jp 
                                担当：安部・山﨑 

 ６月７日（金）に土佐市・日高村・越知町・佐川町・須崎市・津
野町・梼原町・中土佐町・四万十町の９市町村の文化財保護担
当者の方々が集まり、平成２５年度の総会・第１回研修会が開
催されました。 
  

 「横倉神社の釣鐘」について、越知町文化財保護連絡協議会 
会長の山地亮孝氏からご講演をいただきました。 

 そのうちの一つ。この釣鐘には文字が刻まれており、その内
容がなかなか歴史的・宗教的な価値があるとのこと。 

 具体的には、長宗我部元親が立派な鐘を寄付したのだが長
い年月が経ち破損してしまい、その後、1819年、当時の住職が
お布施を募り、作り直したことへのお祝いの言葉が書かれてい
るとのことです。 
 興味のある方は是非見に行かれてはどうでしょう。 
     

 
 
 
 

午後から、実際に釣鐘の文字を
見て、「この字を一つずつ書き写
したのはすごい根気と労力やね
え。」と参加者の方々は感動して
いました。 

  
 
 また、横倉神社の狛犬は当時にし 

ては珍しく、制作した石工さんの名前
が彫られているものでした。 

 この狛犬は春野から寄付されたもの
で割れやすい砂岩でできており、針金
で補強している様子も皆さん熱心に 
見ていました。 
 

 研修２の後半は「横倉山自然の森博物館」で行われ、たくさんの発見や驚きがありまし
た。越知町で４億５０００万年前の大きさ1ｍｍの日本最古のコノドントという化石が発見

されています。また同博物館には、最後の草食恐竜トリケラトプスの本物の化石も展示
されています。 

 牧野富太郎博士が高知県内で発見している植物のうちその約４割が横倉山で確認さ
れているものであったとのこと。 

 そして、「現在ハワイが年間９ｃｍずつ日本に接近していて、６３７０万年後には日本に
衝突する。」という話には1番驚かされました‼‼ 

 研修 １ （講演） 

研修 ２（現地） 

☝中土佐町大坂地区 
 敬護保存会の表彰 

今年から初めて社会教育に携わり、文化財保護連絡協議会の活動
を学ぶ中で、先人たちの脈々と繋いできた、文化を守り・広めてきた
意志に触れ、その重みを更に伝えていきたいと思いました。（山﨑） 


